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地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提 出 区 分 平成31年2月13日
整 理 番 号 課題区分 木曽地域振興局

＜第1回：主に住民、町村向け（9月20日開催）＞
【講演１】
・テーマ：　「木曽地域の気象特性と気象情報の活用について）」
・講師：　気象予報士　花井　嘉夫氏
【講演２】
・テーマ：「安全な避難を実現するために」
・講師：　秦　康範氏（山梨大学大学院総合研究部准教授）

＜第2回：職員向け（10月22日開催）＞
・テーマ：　「木曽地域の気象特性～水防対策上の留意点について（仮題）」
・講師：気象予報士　花井　嘉夫氏

事業期間 H30.9月 H30.10月

実 施 機 関 木曽地域振興局 担
当
課

総務管理課　県民生活係

事 業 名 木曽地域防災気象セミナー
8-238-2361

kisochi-kenmin@pref.nagano.lg.jp

成果目標
（成果指標）

避難のための情報提供や体制づくりについて、行政と住民が理解を深め、より安全な避難行動
がとれるようになる。

事

業

費

等

事業を構成する細事業名等 実施内容 実績額 備考

木曽地域防災セミナー
（第1回）

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

町村や住民及び職員が、気象や災害、避難勧告等について理解を深めることにより、より安全
な避難等の防災対応がなされるよう研修会を行う。

現 状 と
課 題

7月豪雨の際、木曽郡内の町村では、明るい時間帯に避難すべきことを理解していても、実際に
は気象や予報の変化に対応が難しく、深夜の避難行動となったケースがあった。刻々と変化す
る状況を踏まえた避難の発令や、避難場所の選定、情報伝達の方法・内容（無線放送が聞きづ
らい、対象地区が正確に伝わらない等）について、トップ（首長）を含めた行政と住民が理解を深
める必要がある。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

講演会（住民、町村向け） 53,800

木曽地域防災セミナー
（第2回）

講演会（職員向け） 18,160

合　　　　　　計 71,960

今後の方向性
・地域の防災関係者が気象特性について知識、理解を共有し防災対応にあたるとともに、継続的に学習
する機会を設ける。

事
業
実
績
･
成
果

事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価
・H30.9.20「第1回木曽地域防災気象セミナー」
　参加者：72名（町村、自治会、企業、県等）
　「木曽地域の気象特性と気象情報の活用について」
     （花井気象予報士）
　「安全な避難を実現するために」（山梨大学秦准教授）

・H30.10.22「第２回木曽地域防災気象セミナー」
　参加者：39名（県職員）
　「木曽地域の気象特性～水防対策上の留意点について～」
     （花井気象予報士）

・参加者アンケート（第1回）「気象や防災の理
解、関心が大変深まった」第1回59%、第2回47%。
「まあ深まった」第1回38％、第2回47％。
・木曽地域の降雨や風の特性等、防災上の留意
点について知識を得ることができた。また、避難
情報の出し方、受け止め方について行政と住民
が理解を深めることができた。
・気象情報の活用のため、リンク集を作成し、町
村と県機関に送付した。

期待以上

期待どおり

やや下回る

期待以下
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